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とは

東京都⻄部に位置する30市町村からなるエリアは多摩地域と呼
ばれています。多摩地域は、優れた技術を持つ中小企業や大学・

研究機関などが集積する地域です。

東京都は、地域の経済団体や支援機関とともに、多摩地域で社
会的な課題の解決に資する新たな製品・サービスが生まれ続ける
好循環(＝イノベーションエコシステム)をつくるため、中小企業
やスタートアップなどの多様な主体が交流し連携を強める取組を
展開する「多摩イノベーションエコシステム促進事業」を実施し
ています。

「たま未来・産業フェア」は本事業の一環として、多摩地域内
外から多くの企業と人を呼び込み、製品展示や地域の皆様との交
流を通じて、新たな連携とイノベーションの創出を促すことを目

的とした、多摩地域最大級の展示会イベントで、今回が第2回目の

開催です。
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 開催概要 3
名称 第2回 たま未来・産業フェア

会期 2025年1月17日(⾦) 10:00〜17:00 / 18日(土) 10:00〜16:00
※準備日:2025年1月16日(木)

会場 東京たま未来メッセ(〒192-0046 東京都八王子市明神町3丁目19-2)
※JR八王子駅より徒歩約5分、京王八王子駅より徒歩約2分

内容 • 多摩地域を中心とした中小企業の製品展示
• ワークショップ(ビジネス、ものづくり・実験体験)
• ステージイベント(講演、パネルディスカッション)
• 特別企画(くらしを支えるロボット大集合、次世代モビリティ体験)
• マッチングコンシェルジュデスク
• 特別商談会
• たまスタンド(交流スペース)
• ミッションラリー

開催目的 「たま未来・産業フェア」は、製品展示や商談、来場者との交流を通じて、ビジネス
チャンスを提供するとともに、新たなビジネスに向けたヒントの獲得やイノベーショ
ン創出を促していくことを目的としています。

主催 多摩イノベーションエコシステム実⾏委員会
(東京都、東京都商工会議所連合会、東京都商工会連合会、

(一社)首都圏産業活性化協会、(公財)東京都中小企業振興公社、
(地独)東京都⽴産業技術研究センター)

出展者 多摩地域を中心に、東京都、埼⽟県、神奈川県、⼭梨県に事業所を有する中小企業者

出展料 無料
(標準装備以外のオプション、搬出入費用等、出展に係る費用は出展者負担)

入場料 無料(要来場登録)

来場者数 のべ 7,749名、実来場者数3,190名
(前回実績 のべ 7,717名、実来場者数3,164名)

展示 • 基礎小間:140小間(うち18小間はリーディングプロジェクト企業)
• 講演関係:4小間(京王電鉄、コスモテック、JUKI 、FASHION X)
• その他 :7小間

(東京しごとセンター多摩、東京都企業⽴地相談センター、
(地独)東京都⽴産業技術研究センター、(公財)東京都中小企業振興公社
(Open innovation Field TAMA、 TOKYO創業ステーションTAMA、

ビジネスチャンス・ナビ)、インビテーション to TAMA)



 出展スケジュール 4

7月

17日(水)
WEBサイト公開

19日(⾦)
出展申込開始

31日(水)
出展募集説明会(1回目)

9月
5日(木)
出展申込締め切り

10月

5日(木)
出展申込締切

24日(火)
出展者決定

11月 11日(月)
WEBサイトをリニューアルオープン、出展者情報公開

12月 10日(火)
専用マッチングサイトにて招聘企業とのマッチング組成開始

1月

16日(木)
専用マッチングサイトでの商談調整期限
出展者搬入(出展準備)12:00〜17:00

17日(⾦)〜18日(土)
「たま未来・産業フェア」会期 (17日は出展者交流会実施)

18日(土)
出展者搬出(引き上げ)、事務局撤去 16:00〜20:00

8月 8日(木)
出展募集説明会(2回目)

2月

7日(月)
スキルアップセミナー・出展者説明会・名刺交換会・
マッチングコーディネーターによる販路開拓等相談会

15日(火)
専用マッチングサイト開設・稼働

25日(⾦)
スキルアップセミナー・出展者説明会の動画公開

13日(木)
宿題解決相談会



■出展分野

 出展者情報 5

「ものづくり」「GX・DX」「くらし」の3分野の一般出展者に加え、「リーディングプロジェクト」
参画企業を加えた１４0の出展者が参加した。

出展数分野

62ものづくり

36GX・DX

24くらし

18リーディングプロジェクト

140合計

出展数分野

73多摩地域

4723区

12神奈川県

4埼⽟県
4⼭梨県

140合計

※リーディングプロジェクト

■出展エリア

⼭梨県埼玉県神奈川県23区多摩地域

1甲府市1川越市5相模原市7中央区27八王子市

1富士吉田市1川口市4横浜市7港区5府中市

1都留市1入間市1川崎市5千代田区4⽴川市

1甲斐市1久喜市1藤沢市5渋谷区4町田市

1海⽼名市4杉並区4日野市

3太田区3調布市

18他12自治体26他15自治体

4計4計12計47計73計

●エリア詳細

ものづくり

44%

GX・DX

26%

くらし

17%

LP※

多摩地域

52%
23区

33%

神奈川県

9%

埼玉県
3%

⼭梨県

3%

前回の「地域資源」を「くらし」に統合したが、出展割合
は前回の合計23％から6ポイント減少した。また、前回と
の比較で、「ものづくり」は5ポイント、「GX・DX」は3
ポイント、それぞれ増加。「ＬＰ」は参画企業数の変化に
伴い微減。

前回は多摩地域からの出展が61%を占めていたが、23区が
6ポイント増加したほか、神奈川、埼⽟も微増。自治体別の
分布では23区で新たに3区から出展者が出たが、全体では2
自治体の増にとどまった。



 出展者情報 6
■出展者一覧 (全140社:分野別・50音順) ※社名左の英数字はブース番号

ものづくり(62社)
アートビーム(株)69
アートビーム(有)41
REイニシアチブ(株)(※欠席)121
(有)アイテイ工業96
(株)葵製作所38
明司ゴム(株)71
(株)EVTD研究所45
⽯川⾦網(株)75
(株)イシダ 多摩営業所22
(株)イズテックプレシジョン37
(株)industria21
INNFRA(株)65
(株)エイ・アイ・シー46
エイシーティ(株)114
(株)エイム102
SIシナジーテクノロジー(株)101
(株)Any Design90
(株)エニマス89
(有)エフピー工業66
(株)LDF95
(株)オータマ88
(有)オクギ製作所105
(株)⻤塚硝子74
(株)カオルデザイン103
(有)KIVO TOYS72
(株)キャンパスクリエイト98
(株)クロスメディア16
(株)コスモ計器4
(株)サーカス43
(有)三幸電機製作所1
(株)sanbongawa100
(有)シューコーポレーション117
(株)シルクリ技研77
新協電子(株)15
(株)スリーハイ93
(株)タイノタイ76
田中プレス工業(株)94
(株)超音波機器システム119
(有)テイワイアソシエイツ3
(株)テクノラボ116
(株)電子制御国際115
(株)東光通商99
(株)ナラハラオートテクニカル2
日本防災スキーム(株)17
ひかり屋根(株)68
(株)ピコトン120
VISTA(株)104
(株)VAB91
複合資材(株)42
(株)プラステコ118

古川電気工業(株)19
ヘルスセンシング(株)18
松ノ助67
(株)丸眞熱処理工業64
ミユキ精工(株)92
(有)モールドモデル39
ライノジャパン(株)97
(株)リーシス70
(株)リサシステム44
(株)リプロモデル20
リンレイテープ(株)40
(有)roomoon73

くらし(24社)
(株)ICON84
(株)アイドゥス企画122
(有)ISAMISA DESIGN STUDIO107
伊勢屋(ピクトグラムアート)56
(株)n-position58
EnmeiPro(株)86
(株)カスタネット111
(株)カノアクルー83
(株)クラウドケア55
三和商事(株)113
ジャパンヘルスケアサービス(株)112
(株)シンコキュウ59
StandardBrush54
(同)ツムナス53
(株)テイト微研106
design51257
(有)デジレクト108
トヨタS&D⻄東京(株)110
(株)ノウト81
(株)プロステクノ60
みずたま整骨院109
(株)やましたグリーン85
(同)ROOTS82
和田食品(株)87

リーディングプロジェクト(18社)
⽯川酒造(株)LP11
アクセスエンジニアリング(株)LP15
(株)ICOMALP02
(株)イノフィスLP04
エアロセンス(株)LP01
(株)OUILP17
カエルム(株)LP05
(株)カモマンLP13
codeless technology (株)LP14
(株)CogSmartLP18
scheme verge(株)LP07
SOCIALROBOTICS(株)LP03
(株)Tokyo New CinemaLP06
(株)中村工業LP08
fabula(株)LP09
polyfit(株)LP12
(株)humorousLP10
(株)yuniLP16

GX・DX(36社)
Azzurro plus81(同)10
アドバンスデザインテクノロジー(株)23
and now(同)79
(株)ウイーズダム6
XPAND(株)78
(株)X14
MI-6(株)32
(株)MITECH11
(株)ガリレオ24
KANTAN(株)36
(株)キャリア・マム25
クラウドアドベンチャー(株)30
(株)グリーンノート26
(株)システムクラフト8
(株)シスプロ7
(株)SeiRogai62
(株)seven-seas tech49
セブンヒルズ(株)27
(株)セラテックエンジニアリング35
(株)セラピア34
(有)創造デザイン9
(株)第一機電61
第２制作(株)52
(株)タケトモ電機28
(株)Datailo33
(株)ノビアス12
ハズウエア(株)5
(株)バリュースピン13
ブロードデザイン(株)51
フローライト・テクノロジーズ(株)47
水色デザイン63
(株)夢現舎29
LOOVIC(株)50
(株)LensLink80
(株)RocketStarter48
(株)One StepS31



多摩地域

63.2%

23区

20.9%

神奈川県

8.8%

埼玉県

2.9%

⼭梨県

1.1%

千葉県

0.3%
その他

2.8%

ビジネス

52.9%

それ以外

47.1%

製造業

27.9%

官公庁・大学・研究機関・

支援機関

21.4%サービス業

13.0%

バイヤー

8.4%

情報通信業

7.4%

小売業

4.2%

⾦融

3.3%

建設・不動産

3.3%

その他

11.2%

会社役員・経営者

22.9%

会社員

46.4%

官公庁

4.8%

支援機関

4.3%

大学・教育機関

1.4%

学生

1.9%

休職中

6.8%

専業主婦・主夫

5.7%

その他

5.8%

 来場者情報 7
来場者数:のべ7,749名 (実来場者数3,190名)
※実来場者数は受付の二次元バーコード読み取り数、紙登録、中学生以下のパス発⾏数を合計した。

のべ人数は展示会場入口に設置したカウンターの計測値を元に算出した。

天気のべ来場者数実来場者数

晴4,0331,5751月17日(⾦)

晴3,7161,6151月18日(土)

7,749(7,717)3,190(3,164)累計

■業種

■地域

来場者の属性は以下の通り。
(2日間の来場登録情報およびアンケート回答結果を元に算出)

■来場目的

■職業

※()内は前回実績

前回は全体の73.8％が多摩地域
からの来場。今回は区部や近隣県

からの来場が増加した。
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会場入口会場入口

会場出口会場出口

屋根下広場
次世代モビリティ試乗体験

交流サロン
1/18(土):ワークショップ会場

ホワイエ
ワークショップ会場

第5会議室(99㎡)
1/17(⾦):商談・業務スペース

第1会議室(199㎡)
ワークショップ会場

第2会議室(199㎡)
1/17(⾦):特別商談会場
1/18(土):就職支援セミナー

1階ホワイエ
アンケート回収

1階ホワイエ
受付

3階 産業サロン
商談スペース(予約不要)

常設救護室

1階ホワイエ
整理券配布場所
(1/18のみ)

特別企画エリア
くらしを支えるロボット大集合

託児所
(1/18のみ)

 会場レイアウト｜会場仕様

■フロアマップ(3階)

■フロアマップ(1階)

■フロアマップ(庁舎・会議室棟2階)



■フロアマップ(1階展示会場)
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※出展者情報は P6 を参照

 会場レイアウト

たまスタンド

たまスタンド

交流サロン

(ワークショップ会場)

■18日(土)

■17日(⾦)



■リーディングプロジェクトエリア
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リーディングプロジェクトエリアでは、多摩イノベーション
エコシステム促進事業の取組内容やリーディングプロジェクト
参画企業の製品・サービス等の紹介を⾏った。
また、同エリア内でシールラリーを実施し、各ブースへの来場者
の訪問を促したほか、シールラリーの景品にはプロジェクト参画
企業の製品を用意したことで、企画を通じて来場者に
プロジェクトの周知効果も得た。

※リーディングプロジェクトとは
多摩地域でのイノベーション創出の成功事例を作り出すことを
目的として、多摩イノベーションエコシステム実⾏委員会が
支援するプロジェクト。
多摩地域の課題解決に向けて、中小企業やスタートアップ等の
複数プレイヤーが連携し、研究開発を終えた製品・サービスの
社会実装に向けた検証等を⾏う。
令和6年度時点で、35件のプロジェクトが進⾏中

■実施概要
・展示:18小間(18社)
・企画:シールラリー

 会場レイアウト

■ゾーンレイアウト図

＜シールラリーの台紙＞

表 裏



■たまスタンド
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展示会参加者(出展者、来場者、登壇者等)が気軽に⽴ち寄り、普段接しない異業種の⽅との交流の中で
新たな気づきを得るための本展示会の交流拠点として1/17(⾦)限定で設置した。

■実施概要
・参加者の名刺を机の上に設置することを条件にお菓子とお飲み物を提供(バーゼル洋菓子店で対応)。
・お飲み物提供の際に、多摩エココースターも一緒にお渡しした。
・参加者間のコミュニケーション促進のため、TOKYO創業ステーションTAMA Startup Hub Tokyo

コンシェルジュをアサインした。
＜Startup Hub Tokyoコンシェルジュ対応時間帯＞

10:30〜14:00 小崎 奈央子 氏
14:00〜16:00 甲斐 隆之 氏

・参加者間交流促進のため、多摩エリアの情報誌や小崎氏が代表取締役を務めるけやき出版の雑誌を設置。
・参加者の名刺の机上設置にあたり、出展者の葵製作所よりzugaのデスクボード(22台)をお借りした。

・利用者数:602名

 たまスタンド/ キッチンカー

■キッチンカー

■出展キッチンカー
●Lasagna Italiana

サラダに日野産ミニトマトを使用
●まるジェラート

⾼尾⼭生まれの縁起の良い三福だんごを提供
●キッチン・すまいる

豚汁に多摩産の野菜使用
●ケ－ズキッチン

八王子ナポリタンを提供

来場者向けの飲料等提供のため、会期中屋外(屋根下広場)にキッチンカーを手配した。

■実施概要
●台数

4台(各日2台)

●出展時間
1/17(⾦)10:00-17:00
1/18(土)10:00-16:00



 特別企画 12

■次世代モビリティ体験
次世代型の小型電動モビリティの試乗体験を実施した。
・対 象 :小学生以上 ※小学生以下は保護者の同伴が必要
・概 要 :WHILL / C-Walkの試乗体験
・体験人数:2日間 計338名 ※1/17(⾦) 144名、1/18(土) 194名

会期2日間を通して、複数の特別企画展示を実施した。



ヴイストン株式会社伊藤電機株式会社

 特別企画 13

■くらしを支えるロボット大集合
最新のロボティクス技術を駆使した、日常生活をサポートするたくさんのロボットの展示・体験を提供した。
・対 象 :全年齢
・概 要 :各社展示ロボットの体験
・参加企業:伊藤電機株式会社 / ヴイストン株式会社 /株式会社弘栄ドリームワークス / 

SOCIAL ROBOTICS株式会社 / 株式会社MANOI企画 /株式会社ugo / ユカイ工学株式会社
・体験人数:2日間 計2,222名 ※1/17(⾦) 357名、1/18(土) 1,865名

ユカイ工学株式会社

株式会社弘栄ドリームワークス
株式会社MANOI企画

SOCIAL ROBOTICS株式会社

株式会社ugo



 ステージイベント関連/ 産学連携ブース 14

株式会社FASHION X京王電鉄株式会社

JUKI株式会社株式会社コスモテック

■ステージイベント関連ブース
(京王電鉄、FASHION X、コスモテック、JUKI)

ステージイベントに登壇した京王電鉄、FASHION X、コスモテック、ワークショップの運営をした
JUKIによる展示を実施した。
各展示内容は次の通り。
・京王電鉄株式会社:オープンイノベーションプログラム「ROOOT」の紹介(1/17のみ)
・株式会社FASHION X:衣類循環型社会への取組紹介パネルの展示、古着回収BOXの設置

※古着回収数:洋服10点、バッグ4点、スカーフ29点、その他小物多数。
・株式会社コスモテック:kenmaと共同で開発を⾏った「wemo」の商品展示・体験
・JUKI株式会社:検査工程の省人化提案として小型検査計測機(SE100)を展示

FASHION X取組紹介パネル
(事務局作成)

■産学連携ブース
1/18(土)は前日の京王電鉄の企画ブースを転換し、会場２階で展示されている「強化ダンボール
シェルター」の紹介ブースとした。強化ダンボールシェルターは会期２日間を通して2Fに展示した。

※強化ダンボールシェルターは、大学の建築学部にて企画・設計され、包装資材の開発・製造を
する企業にて製造された「産学連携」で生まれた商品。

産学連携ブース 強化ダンボールシェルター展示(2F)



東京都企業⽴地相談センター東京しごとセンター多摩

 支援機関ブース 15
各種支援機関によるブース展示を実施した。
・東京しごとセンター多摩
・東京都企業⽴地相談センター
・(地独)東京都⽴産業技術研究センター
・(公財)東京都中小企業振興公社

(Open innovation Field TAMA、TOKYO創業ステーションTAMA、ビジネスチャンス・ナビ)
・インビテーション to TAMA ※1/17(⾦)のみ

TOKYO創業ステーションTAMA ビジネスチャンス・ナビ

Open innovation Field TAMA(地独)東京都⽴産業技術研究センター

インビテーション to TAMA



■探索ミッション
16

1/18(土)、来場者の回遊・出展ブース⽴ち寄りを目的に探索ミッションを実施した。

■実施概要
・受付時に来場者全員にミッションカードをお渡し。
・会場内4か所にエリア(分野・特別企画)紹介パネルを設置。

参加者は各ポイントで重ね押しスタンプを押す。
・エリアのブースを訪問し、カードにブース番号と感想を記入。
・記入済のカードをミッション報告書に持ってくると「多摩地域の産品」が当たる抽選に挑戦できる。
・報告者数:580名

●ミッションカードとスタンプ

●エリアスタンプ台設置場所

 スタンプラリー企画

ミッション報告所



 ステージイベント 17

■スケジュール



 ステージイベント 18
■1月17日(⾦)

■1月18日(土)



■東京都知事よりメッセージ(VTR)
小池 百合子 東京都知事

■課題解決の鍵は協業にあり
⾰新的なアイデアをビジネスに昇華させる際の障壁として技術や設備、人材、資⾦などのリソース不⾜
があります。本講演では、⾏政など公的機関の支援や他社との協業により自社の不⾜部分を補い、
新たな価値創造を果たした２組の企業に登壇いただき、支援プロジェクトへの参画や協業の経緯、
取組内容、企業間連携の必要性などについてお話いただきました。

冒頭:
支援プロジェクトに関する概要

1組目発表:HarvestX 株式会社
2組目発表:アイフォレスト株式会社
モデレーター:甲斐 祐樹氏

パネルディスカッション:
支援プロジェクトにおける苦労や協業等をテーマとしたお話

■大企業×スタートアップの共創で生み出すイノベーション
人口減少やテクノロジー進化の時代、大企業や既存産業も従来の事業モデルから転換期を迎える一⽅、
独自の事業を⽴ち上げる企業が台頭し市場を切り開く原動⼒となっています。本講演では、大企業、
スタートアップ、地域等がパートナーシップのもと、共創を図り、新たな価値を創出する取組を紹介
いただきました。

前半1:
大企業の視点から共創メリットや期待する効果等のお話

京王電鉄株式会社

前半2:
スタートアップ企業の視点から共創メリットや課題等のお話

株式会社FASHION X

後半 :
オープンイノベーションプログラム「ROOOT」取組事例に
おけるクロストーク

京王電鉄株式会社 × 株式会社FASHION X

 ステージイベント 19
会期中2日間にわたり、展示室内イベントステージにて講演、パネルディスカッションを実施した。
1/17(⾦)は、協業や共創によるイノベーション創出事例の紹介や、リーディングプロジェクトの取組を
通じて、企業間連携の重要性を伝える企画を実施した。

1月17日(⾦)

10:25~10:30

10:30~11:30 パネルディスカッション

12:00~13:00 講演 + クロストーク

HarvestX株式会社、株式会社菊池製作所、
アイフォレスト株式会社、fabula株式会社
モデレーター:甲斐 祐樹 氏

京王電鉄株式会社、株式会社FASHION X

HarvestX 株式会社 株式会社菊池製作所 アイフォレスト株式会社 fabula株式会社 モデレーター 甲斐氏

京王電鉄株式会社 株式会社FASHION X



■尖っている、のに売れる。独⾃性で市場を切り拓くアイデアのつくり⽅
機能性フィルムメーカーの株式会社コスモテックとビジネスデザイン会社の株式会社kenmaが開発し
たwemo。病院で手にメモをしている看護師の様子を頻繁に目にしたことから着想を経て開発・販売
に至った本商品の開発秘話や、両社で取り組んだことで生まれたイノベーションや強み/弱み、今後の
展望についてお話いただきました。

前半:
wemo概要及びwemoのような
ビジネスアイデアのつくり⽅についての講演

株式会社kenma

後半:
wemo開発におけるクロストーク

株式会社コスモテック × 株式会社kenma

■リーディングプロジェクト 多摩発イノベーション創出への挑戦
多摩の地域課題解決に複数の企業等が連携し、イノベーションの創出に向けて取り組む「リーディン
グプロジェクト」。本イベントでは、昨年度実証を⾏った７プロジェクトの社会実装に向けた取組を
紹介いただきました。

多摩イノベーションエコシステム促進事業の概要:
多摩イノベーションエコシステム促進事業事務局

成果発表:
本事業に参画した7社がそれぞれの取組を発表

 ステージイベント 20

1月17日(⾦)

13:30~14:30 講演 ＋ クロストーク

15:20~16:50 プロジェクトステージ

事務局 伊藤氏 株式会社OUI(OUI Inc.)

株式会社yuni 株式会社humorous カエルム株式会社

⽯川酒造株式会社 株式会社イノフィス エアロセンス株式会社

株式会社kenma、株式会社コスモテック

リーディングプロジェクト参画企業7社

株式会社kenma

株式会社コスモテック(オンライン登壇)



■『企業がスポーツを支援するのはなぜか』〜街を盛り上げるスポーツの⼒〜

■ロボットダンスステージ

■なぜロボット開発に妄想⼒が必要なのか︖

■『モビリティカンパニー×未来の社会』ものづくりにおけるデザインを起点とした
イノベーション

 ステージイベント 21

1月18日(土)

10:30~11:30 講演 ＋ クロストーク

11:50~12:20 公演

13:00~14:00 講演

1/18(土)は、一般の来場者の⽅にも地域と企業の連携可能性や少子⾼齢化等の地域課題、
未来社会に向けた取組開発に関心を持ってもらうことを目的に、対談や講演等を実施した。

14:30~15:30 講演

世界に誇る自動⾞メーカーであるトヨタ自動⾞の
デザイン拠点が八王子にあります。トヨタ⾞のデ
ザインを手がけたスピーカーを招き、トヨタ⾞の
デザインの裏側やものづくりに重要なデザインの
観点、またクルマに限らない事業領域の開拓、社
会と一体となったモビリティシステムの構築によ
りウェルビーイングを実現していく未来を目指す
トヨタの新たな取組を紹介いただきました。

有名なヒット曲に合わせ、複数のロボットたちが
呼吸を合わせて踊るロボットダンスステージ。
居合わせた子どもたちも一緒に手拍子やダンスを
踊れる、参加型のステージを実施しました。

スポーツは地域の活性化や健康増進、そして人々
の絆を深める⼒があります。広大な敷地を所有す
る⽴⾶グループは、地元⽴川にスポーツ⽂化を根
付かせるべく「アリーナ⽴川⽴⾶」「MAO RINK 
TACHIKAWA TACHIHI」等の建設や、多様なス
ポーツイベントを誘致・開催しています。地域と
共に歩む企業として、スポーツ支援を通じた展望
をご紹介いただき、寄せられた質問にもクロス
トーク形式でご回答いただきました。

ユカイ工学では、社員が「こんなものがあったら
いいな」と妄想する⼒と、それを形にするスピー
ド感を大切にされています。⽢噛みハムハムなど、
ユニークな商品を生むベンチャー企業の「ものづ
くり」をご紹介いただきました。

株式会社⽴⾶ホールディングス

株式会社MANOI企画

ユカイ工学株式会社

トヨタ⾃動⾞株式会社



■顧客視点で考える︕事業拡大ワークショップ
〜卸・バイヤーとの共創による顧客課題解決〜

多様な主体が交流する多摩イノベーションコミュニティの取組の一環として、
中小企業と卸・バイヤーとの共創をテーマにしたワークショップを実施した。
第1部で、卸・バイヤー企業から、他社と共創し顧客課題解決やイノベーションを起こした事例や、
他社と共創するためのポイントをご紹介いただいた。第2部では、卸・バイヤーによる企業紹介や
求めている製品・技術等についてピッチ形式でご紹介いただいた。

・実施日時:1月17日(⾦)13:00〜15:00
・参加費 :無料 ※事前申込制、当日参加可
・参加者数:30名

 ワークショップ・セミナー 22

■小さな会社の身近なイノベーション 〜⾰新のお宝(強み)はすぐそこにある〜
会社のお宝(強み)の箱の中から自分達に合った小さなイノベーションを探し、
一歩踏み出すことができるお話とお宝(強み)の探し⽅についてのワークショップ。
4名1グループで自分を知るワークショップと自社のプレゼンシートを作成するワークショップを実施。
最後には各チームのリーダーがチームメンバーの会社のお宝(強み)をプレゼンした。

・実施日時:1月17日(⾦)10:30〜12:00
・参加費 :無料 ※事前申込制、当日参加可
・講 師 :三井 豊久 氏(有限会社ルーマス 代表取締役)
・参加者数:12名

1/17(⾦)、3階第1会議室にてビジネス向けのワークショップを実施した。

■ビジネスワークショップ



■手織り体験 (八王子織物工業組合) ※お土産つき

23

1/18(土)、3階ホワイエにて手織り体験のワークショップを実施した。
八王子の伝統的工芸品である「多摩織」。多摩織には「お召織(おめしおり)」「風通織(ふうつうおり)」
「紬織(つむぎおり)」「変り綴(かわりつづり)」「綟織(もじりおり)」の5種類がある。
実際に多摩織伝統工芸士の指導の下で、手軽な手織りを体験いただいた。

 ワークショップ・セミナー

・実施日時:1月18日(土)11:00〜16:00 ※順次受付
・対象年齢:140ｃｍ以上の⽅(以下は保護者同伴)
・参加者数:113名

■はがき染め体験 (染め工房かほり) ※お土産つき

1/18(土)、3階ホワイエにてはがき染めのワークショップを実施した。
八王子産の手漉き和紙、貴重な竹和紙を「伝統の型染め」で染め上げる体験。
お好みの型紙を選び、好きな色を小さな刷毛で染めて昔ながらの染め技法を学んでいただいた。
手仕事ならではの美しいグラデーション、オリジナルの染め作品が作れるワークショップで、
参加者が作った染め作品は、お土産としてお持ち帰りいただいた。

・実施日時:1月18日(土)10:30〜15:00
①10:30〜11:00 ②11:30〜12:00 ③13:30〜14:00 ④14:30〜15:00

・対象年齢:小学生以上(小学生は保護者同伴)
・参加者数:81組 113名

■体験型ワークショップ



■アップサイクル体験 (JUKI株式会社) ※お土産つき

24

1/18(土)、1階 交流サロンにてアップサイクル体験のワークショップを実施した。
ハギレ等の素材はJUKI社にご用意いただき、参加者にはそのまま体験いただいた。
ワークショップ体験者には成果物のボトルケースの他、ミシンのチャームをお渡しした。
会場内には製作体験以外にミシン相談コーナーを設けたほか、アップサイクルされた製品の展示も
併設しておこなった。

 ワークショップ・セミナー

・実施日時:1月18日(土)10:00〜15:30
①10:00〜11:00 ②11:15〜12:15 ③13:15〜14:15 ④14:30〜15:30

・対象年齢:小学生以上(小学4年生以上は子供だけの参加OK、小学3年生以下は保護者同伴)
・参加者数:54名

■ 東京高専発 キッズ工作・実験体験(東京工業高等専門学校)

●ワークショップ①化学分析を体験しよう 〜ミネラルウォーターの硬度を求める〜
市販のミネラルウォーターの硬度を化学分析操作で求める体験。
ものづくりの社会では、純度や濃度などの成分を正確に分析して把握することが重要であり、
その一部を体験することを目的とした。

・実施日時: 1月18日(土)10:30〜15:20
①10:30〜11:20 ②11:40〜12:30 ③13:20〜14:10 ④14:30〜15:20

・対象年齢:小学4年生以上(小学生は保護者同伴)
・参加者数:39組 55名

●ワークショップ②身近な光の科学工作実験「鏡の世界」
鏡を使った科学工作の体験。鏡を削って自分の好きなデザインを細工して鏡の箱を作るワークショップ。
箱をのぞくと摩訶不思議な光と鏡の世界を⾒ることができる。
実験で制作した鏡の箱はお土産としてお持ち帰りいただいた。

・実施日時: 1月18日(土)10:30〜15:20
①10:30〜11:20 ②11:40〜12:30 ③13:20〜14:10 ④14:30〜15:20

・対象年齢:小学3年生以上(小学3年生は保護者同伴)
・参加者数:80組 112名

1/18(土)、3階 第1会議室にて東京⾼専によるキッズ工作・実験体験のワークショップを実施した。
化学分析やものづくり体験を通じて、参加者に多摩地域のものづくりについて興味関心を持ってもらう
ことを目的とした。

■体験型ワークショップ



■就職支援セミナー

25

■実施概要

・名 称 :やっぱり強い︕モノ造りの多摩を知ろう
あなたの「知りたい」に応える就職支援セミナー

・主 催 :東京しごとセンター多摩
・実施日時:1月18日(土)12:30〜13:30
・場 所 :３階第２会議室
・参加費 :無料
・講 師 :人事採用コンサルタント 小澤 明人 氏
・参加者数:43名

多摩地域の産業の特徴などを理解した上で、実際に展示会場の出展企業を⾒学することにより、多摩地域の
中小企業に興味を持ってもらうことを目的とし、前回に続き1/18(土)に東京しごとセンター多摩主催の
就職支援セミナーを実施した。

■アンケート内容

10代
0.0% 20代

12.5%

30代
17.5%

40代
15.0%50代

25.0%

60代
17.5%

無回答
12.5%

年代

八王子市
24.4%

日野市
19.5%

昭島市
4.9%

⻘梅市
4.9%

杉並区
4.9%

他
41.5%

居住地

●参加者の意⾒(一部抜粋)

・製造業に関する⾒⽅を学べた。普段学べないことを講義していただき、大変有意義だった。
・モノ造りの就職は考えていなかったが、セミナーに参加してみて、自分にももしかしたらできるかも

しれないと思った。
・私たちが目にする製品は、名前を知らない企業さんたちの⼒でできていることがよく分かった。

 ワークショップ・セミナー

離職中

61.0%

在職中

26.8%

在学中

7.3%

無回答 4.9%

現在の状況

役に⽴った

82.9%

まあ役に⽴った

9.8%

無回答 7.3%

回答数●セミナーは役に⽴ちましたか。

34役に⽴った

4まあ役に⽴った

0役に⽴たなかった

3無回答

41合計

(回答数41)



 出展者ブース紹介 26
本イベントの特徴の一つとして、ビジネス層が多く来場する⾦曜日と、一般層が多く来場する土曜日の
2日間開催が挙げられる。
そこで、出展ブースで体験価値を提供する等の工夫が⾒られた出展者の一例を取り上げる。

‐17日(⾦)の出展内容‐
他企業と共同開発した粘着製品の展示を⾏います。とても強⼒
な補修テープや製品として粘着加工を⾏った製品等の実際の共
同開発例の展示と粘着加工技術が利用可能な新たな共同開発先
を募集いたします。
‐18日(土)の出展内容‐
マスキングテープでちぎり絵体験ができる、「ちぎっ手アー
ト」の展示をおこないます。
‐事務局所感‐
⾦曜日の展示では、他社協業の事例を例に新たな協業先を⾒つ
ける姿勢が伺え、イノベーション創出における意欲を感じまし
た。土曜日は、自社製品の魅⼒を体感的に伝えられる展示でお
子様からも注目を集めていました。

リンレイテープ有限会社 ブース番号40:ものづくり分野

ハズウエア株式会社 ブース番号5:GX・DX分野

‐17日(⾦)の出展内容‐
AIによる画像認識技術応用製品を展示しています。今回は、
その中でも超低消費電⼒のチップを使用した、熊検知＆発報
システムを展示しています。
‐18日(土)の出展内容‐
AIカメラを使った簡単なゲームを用意します。カメラの前で
完璧なポーズをとれるかチャレンジしてください。また、昨年
同様に簡単な電子工作キットを配付します。
‐事務局所感‐
⾦曜日はビジネス向けの自社PRに注⼒しつつ、土曜日はカメラ
を使用した自社製品をゲームに転用することで、知識がなくて
も商品の機能を体感できる展示としていました。電子工作キッ
トの配布で、電子工学分野への興味喚起に寄与していました。

‐17日(⾦)の出展内容‐
⼒を加えると電気が発生する「圧電素子」という材料を用いた、
踏むだけで発電する発電パネルマット「e_Step」などを展示
します。
‐18日(土)の出展内容‐
⾜踏みすると光るパネルや、あおぐと光るうちわなど、
いろいろ体験できるデバイスを用意しています。
‐事務局所感‐
「圧電素子」の利点を楽しく理解いただけるように、発電パネ
ルマット「 e_Step 」のみならず、さまざまなデバイスの形の
展示・体験ができる形をとっていました。一般の⽅になじみの
ない材料の魅⼒を伝えるブースづくりで2日間にわたり来場者
の興味・関心を集めていました。

株式会社プロステクノ ブース番号60:くらし分野
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熱量の高い⽅とのつながりが期待できる貴重な機会

株式会社CogSmart(ブース番号LP18:リーディングプロジェクトエリア)

■今回出展を決めた理由は何ですか。
弊社は東北大学発のスタートアップ企業で、2019年に設⽴されました。2000年代より加齢医学研究所にて
MRIの画像や生活習慣のデータを取得しながら、脳の発達と加齢の研究を⾏い、これらの学術成果や技術を
社会実装することを目的としています。今回、多摩イノベーションエコシステム促進事業の「リーディング
プロジェクト」に健康・医療分野の1年目の企業として参画しており、事務局であるトーマツ様からのご案
内をきっかけに「BrainSuite」と「BrainUp」というサービスのPRや、普及拡大のための連携先を模索する
ために参加を決めました。

■出展に向けて工夫したことを教えてください。
⾦曜日と土曜日でブースの⾒せ⽅や対応内容を大きく変えました。
⾦曜日は「企業向け展示」にしました。事業提携をメインに考え、ポスターやモニターを使って製品の紹介
を⾏い、事業内容が一目で分かるようにしました。更に、手に取れるチラシを用意し、詳しい説明ができる
スタッフを配置しました。土曜日は「一般向け体験型展示」としました。土曜日は家族連れの来場が多いと
聞いていたため、「BrainUp」アプリを活用したウェアラブルウォッチ体験を提供しました。モニターを追
加し、ブース内に体験スペースを設けるためにレイアウトを変更。体を動かして心拍数を測定し、お子さま
に楽しんでいただきながらご家族に説明をしました。また、モニターからの映像や音を活用し、体験者だけ
でなく、周囲の来場者にも興味を持ってもらえるよう工夫しました。

■本イベントに参加してみた感想をお願いします。
とにかく驚きが大きかったです。2日間を通じて来場者も多かったです。⾦曜日は協業や事業提携を検討す
る⽅々が多く、熱量が⾼いと感じました。土曜日は健康に関心のある家族連れが多く、子どもたちからも質
問を受ける機会があり、幅広い年代で健康意識が⾼いことを実感しました。
また、出展者同士のつながりを深められたことも大きな収穫です。知り合いの事業者様と直接対面でき、チ
ラシの受け渡しや実際の製品を手に取ってもらうことで関係が強まりました。2日間を通じて多くの来場者
と対話し、社員の声が枯れるほど説明の機会がありました。更に、消費者の⽅々と直接意⾒交換できたこと
で、製品のブラッシュアップに向けた貴重なフィードバックも得られました。

■出展目的の達成状況について教えてください。
共創できるパートナー様との出会いを目的としていましたが、完全な達成には至りませんでした。しかし、
多くの⽅と名刺交換を⾏い、その後の面談や協議につなげることができています。また、具体的な話を進め
られるパートナー候補とも出会えました。次回に向けて、対象のスコープを絞る、チラシの種類を増やすな
どの工夫が必要だと感じました。

■次回出展を希望されている⽅へのメッセージをお願いします。
想像以上に多くの来場者が訪れるため、事前にブースの⾒せ⽅やチラシの枚数、対応内容、人員配置をしっ
かり計画することをお勧めします。また、様々な業種・職種の⽅々が訪れるため、事業共創のチャンスが大
きい展示会です。更に、空き時間（設営中など）を活用することで、出展者同士のつながりを作ることも可
能です。地域からのイノベーションを生み出す機会にもなると感じました。特に、1日目の夜に開催される
出展者交流会は、ぜひ活用していただきたいと思います。
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地元の企業として多様な来場者へのPRができる場

株式会社葵製作所（ブース番号38︓ものづくり分野）

■今回出展を決めた理由は何ですか。
地元開催の展示会であったことが一番の理由です。企業を経営するにあたり、企業の評判を大事にしており
ます。地元八王子に工場を構える弊社にとって、どのような会社があり、営業しているのかが明らかになる
ことは大変重要であるため、地元からの評判はとても重要ですし、基本的な商売の根幹として大事にしたい
と考えております。加えて、地元の人から「葵製作所は良さそうな企業だから地元に良い影響をもたらして
いるだろう」という厚い信頼を得ることができたら嬉しいです。
その他、前回出展した際に結果に繋がったことや、出展料が無料であったことも大きな要因です。

■出展に向けて工夫したことを教えてください。
1つ目は⾒栄えのするブース作りです。今回の展示会のために、手に取ってみたくなるような製品を会期3か
月前から3つ製作しました。これらの製品を展示したおかげで、狙い通りブースに⾜を止め手に取ってくだ
さる来場者が多く、展示物をきっかけに会話も生まれました。
2つ目に名刺サイズの会社案内を制作し配布しました。前回出展した際に、手荷物を持たずに参加する来場
者が多いことに気が付きました。そこで、持ち運びが容易な名刺サイズの会社案内を作成し、詳細な情報は
二次元バーコードにてご案内する⽅式にて制作しました。また、心配りとしてその会社案内をキャンディー
と一緒に小袋に入れてお渡しする工夫も⾏っておりました。

■本イベントに参加してみた感想をお願いします。
来場者の多様性が印象に残りました。様々な業種・分野の⽅の来場があるので、協業先が発⾒できる可能性
も⾼いと思います。また、業界を問わず、皆様⽅のものづくりへの興味が⾼かったです。その中でも来場者
の属性に関わらず、人材育成や採用に関して関心がある⽅が多いことは大きな発⾒でした。弊社では若い世
代の採用や人材育成が近年奏効していることもあり、その点について来場者から質問されることが多かった
です。人材育成・採用が、弊社の魅⼒となっていることを改めて認識することができました。

■出展目的の達成状況について教えてください。
おおよそながら、達成できたと考えております。会期後に工場⾒学が5件、⾒積もり依頼が4件あり、目に⾒
えた成果という形での達成ができました。
その他、まだ目に⾒えない形ではありますが、今後発展の可能性がある繋がりの構築もできました。本展示
会は出展者交流会が開かれており、出展者同士での接点も持つことが可能でした。その中で、弊社が近年⼒
を入れつつあるデザイン建築の分野において協業可能性がある出展企業と知り合うことができました。弊社
が出展する他展示会の情報をお送りするなど、現在でも交流が続いており、可能性を感じております。

■次回出展を希望されている⽅へのメッセージをお願いいたします。
⾦曜日と土曜日の2日間開催の展示会のため、来場者層に多様性があります。加えて、出展企業も多分野に
わたっており、出展者交流会を利用することによって、来場者だけではなく出展者間でも協業に繋がりやす
い展示会であると思います。
会場もコンパクトで活気があり、運営事務局のご尽⼒も感じられ、次回開催においても益々期待がかかる展
示会であると思っております。



 出展者インタビュー 29
ビジネス層、一般層ともに多くの⽅に体験を提供できる展示会

フローライト・テクノロジーズ株式会社(ブース番号47:GX・DX分野)

■今回出展を決めた理由は何ですか。
今回「たま未来・産業フェア」への参加を決めた理由は大きく二つあります。まずは企業の⽅と一般の⽅、
双⽅がターゲットであるということです。弊社の事業領域であるIoTはさまざまな場面での活用が可能なの
で、異なる属性の声を一度の展示会で聞けるということはめったにないチャンスだと感じました。もう一つ
は、今回が弊社にとって初めての展示会出展のため、手厚いサポートがあり、しかも出展料がかからないと
いうことは大きな魅⼒で、新たなチャレンジに前向きに取り組むことができると考えました。

■出展に向けて工夫したことを教えてください。
事前の説明会で実際のブースと会場内での配置を確認することができたので、それに合わせてブースづくり
を考えました。ポスターは情報量が多すぎないよう気を付け、一目で弊社や展示品の特徴がわかるように工
夫しました。
また、「IoTを体感してもらう」ことに主眼を置きつつ、1日目は企業向け、2日目は一般向けと展示内容を
一部変更しました。さらに両日とも展示した「⽝ロボ」には親しみやすいよう装飾をして名前を付けたり、
2日目に展示したIoT技術を用いたゲーム「魔法の杖」のモニタにLED装飾をするなどして、とにかく来場者
の⽅に楽しんでいただける雰囲気づくりを心掛けました。

■本イベントに参加してみた感想をお願いします。
多摩地区には製造業が多いそうですが、実際に多くの製造業の⽅とお話させていただき、新しい事業展開の
ヒントを得ることができました。企業向けに用意した展示品も「射出成型用⾦型管理システム」や3Dプリン
タで製造した筐体⾒本など、製造業向けがメインだったため、具体的なニーズも伺うことができました。ま
た、弊社は「IoTの普及に貢献する」ということをミッションの一つにしていますので、2日目の「魔法の
杖」で多くの子供たちが「本当に魔法みたい」と楽しんでくれたことには大きな達成感がありました。通常
業務と並⾏して今回の展示用にがんばって開発したエンジニア陣の苦労が報われた思いです。

■出展目的の達成状況について教えてください。
IoTの可能性を体感してもらい、具体的な活用イメージを持っていただくことを目的の一つとして掲げてい
ました。実際に来場者の⽅々に技術を体験していただくことで、「IoTで何ができるのか」「どのように活
用すればよいのか」といったイメージをより明確に持っていただくことができたと感じています。

■次回出展を希望されている⽅へのメッセージをお願いします。
「たま未来・産業フェア」は、地域密着、企業と一般双⽅にアピールできる、出展者へのサポートが手厚い
といった他の展示会にはない特徴があります。弊社のような展示会初心者のスタートアップはもちろん、地
域との連携を深めたい、テストマーケティングとして多くの⽅の声を聞きたいといった企業にも最適な展示
会だと思います。
思いのほか来場者が多いので、人員体制を充実させて参加されることをお勧めします。
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参加目的 参加結果

本展示会
のみ

13.6%

時折出展
している
54.5%

定期的に出展
している
31.8%
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初出展
66.4%

出展経験
あり

33.6%

■ 本展示会への出展経験について教えてください

n=128

■ 本展示会以外の展示会に出展したことがありますか

n=132

■ 本展示会の参加目的と参加成果について教えてください【複数回答】

n=239

■ ①申込時の期待度と②展示会を終えての満⾜度を5点満点で教えてください

●来場者数について

n=132

平均 3.60

●来場者層について

n=131

平均 3.45平均 4.19 平均 3.87
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■ 今回の成果について教えてください

●名刺交換数

■ ビジネス目的以外の来場者層とは、どのような交流ができましたか【複数回答】

●ブース訪問者数

●商談数

N :114社
平均 :6.5社
中央値:3社
最低 :0社
最大 :100社

n=130

n=220
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(回答数)

N       :112社
平均 :99.0社
中央値:80社
最低 :20社
最大 :500社

N       :124社
平均 :84.3社
中央値:79社
最低 :10社
最大 :400社
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A 自社の社名・事業のPRができた
B 製品・サービス・技術のPRができた
C 製品改良・開発のヒントを得た
D 新製品・試作品のテストマーケティングができた
E その他
F 交流できなかった

A FB C D E

(回答数)

(商談数)

(回答数)

前回

N :122社
平均 :6.7社
中央値:4社
最低 :0社
最大 :50社

前回
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■ たま未来・産業フェア全体を通しての満⾜度を5点満点で教えてください

n=130

■ 次回開催時の出展意向を教えてください

■ チラシなどの事前広報物について
どれくらい活用されましたか

n=129

■ 今回のご出展にて、新製品・新サービスを
展示・発表しましたか

n=130

・土曜日は子供の来場も多く、素直な反応も多く良かった
・出展者同士での交流など、来場者以外との広がりがあった
・BtoB、BtoCの両⽅へ商品のアピールができた
・来場者数が想像以上に多くかつ積極的だった
・準備から当日まで充分なサポートがあった
・商談や新しいお客様の獲得ができた
・主催者がSNSによる集客活動を積極的にしていた
・規模感が大きすぎないので出展が埋もれてしまうことがなかった
・来場者数が多く、あまり交流が無いような業種の人にもアプローチできた

・休憩コーナーを設置してほしい
・職種が⾒える形で来場者の判別ができるようにして欲しい
・出展者同士のマッチングサポートを強化してほしい
・1コマを小さくしてもっと多くの企業に出展してほしい

満⾜した点

改善してほしい点

・多摩地域の発展に寄与でき地域の会社や人と交流できる機会のため
・今回、新たな事業分野への道がひらけそうであり、次回も期待できるため
・多摩地域で2日間の日程で開かれる展示会が少ないため
・来場者の質・量ともに満⾜することができたため
・多摩地域に自社をアピールできる機会になるため
・コストパフォーマンスが抜群のため
・一般人との交流ができる貴重な展示会のため
・土曜日の子どもの参加が多く、ものづくりを伝える良い機会になるため
・他出展企業の技術や新商品にも大変刺激をうけたため

・スタートアップ企業でありリソースが限られているため
・他のイベントも多く全体スケジュール⾒て考えたいため
・開催地が自社から遠いため

【出展したいと回答した⽅】その理由を教えてください

【検討中と回答した⽅】その理由を教えてください

5
45.3%

4
39.8%

3
13.3%

2
0.8%

1
0.6%

n=128

平均 4,28
(前回 4.25)



効果・成果があった
33.3%

多少は効果・成果があった
55.9%

効果・成果
はなかった
10.8%

n=111

 出展者事後アンケート 33

効果・成果があった
45.9%

多少は効果・成果
があった
53.2%

効果・成果はなかった
0.9%

■ 販路拡大・情報収集など、ビジネスチャンスに対して効果・成果がありましたか

n=111

■ 新たなビジネスに向けたヒントの獲得など、イノベーション創出に対して効果・成果がありましたか

達成できた
20.7%

一部達成できた
69.4%

達成できなかった
9.9%

■ 「本展示会で成し遂げたいこと」を達成することはできましたか

n=111

・普段お会いできないような⽅々とお会いできた
・多くの人にアピールでき、ECサイトでご購入いただけた
・展示会での来客様と4件打ち合わせが進⾏している
・昨年出願した特許の技術を初めて公開する目的で出展したが、

多くの⽅に耳を傾けていただけた
・一般のお客様からネット販売についての問い合わせを多数いただいた
・提案したサービスの実証実験に向けて、多摩地区の教育機関との連携

を進めることとなった
・インスタグラムのフォロワーも獲得できた(40名ほど)
・⾏政の⽅や個人の⽅にも弊社のビジネスを知っていただけた
・弊社商品を新たな分野で活用するためのPRと情報収集ができた
・今後協業可能な面⽩い技術をもった企業と交流できた

・他社企業様との接触ができなかった
・多くの来場者に関心を持っていただいたが、協業先の発掘はなかった

・工場向けの当社サービスに対し「医療系にも使えるのでは︖」との
お声があり、想定外の分野でも活用できることが分かった

・今後の協業先を発掘でき、いろいろな情報を得ることができた
・出展者の中で協業⾒込み先が3社あった
・当社の観光向けITソリューションに対し、多摩エリアの観光大手企業

と協業の検討に入る機会を得た
・ある分野の研究開発において苦戦していたが、全く違う⽅法で研究

している⽅に話を聞くことができた
・当社が想定していなかった使い⽅などお客様からヒントをいただいた
・今後のポップアップ販売むけのテストができた

【効果・成果があったと回答した⽅】どんな成果がありましたか

【効果・成果があったと回答した⽅】どんな成果がありましたか

【効果・成果がなかったと回答した⽅】なぜそのように感じましたか
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その他

産学連携

異分野にチャレンジ

アイデアのあるスタートアップ企業等との連携

技術⼒のある地元企業等との連携

社会課題の解決に資する事業

新たな製品開発や製品改良
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24
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既存の取引先との関係強化につながった

新規顧客の可能性がある⽅と出会えた

展示会出展のノウハウが獲得できた

商品の改良や新製品のヒントを得ることができた

協業先・連携先の可能性がある企業と出会えた

⾃社や⾃社の製品・サービスを地元の⽅などに知ってもらえた

出展企業同士のつながりができた

その他

感じた
82.0%

感じなかった
18.0%

 出展者事後アンケート 34
■ たま未来・産業フェアへのご出展は、御社にとってどのような機会となりましたか【複数回答】

n=272

■ たま未来・産業フェアへ出展したことで、
新たな事業展開をしたいと感じましたか

n=111

■ 【感じたと回答した⽅】
どのような事業展開をしたいと感じましたか【複数回答】

n=164

・他社のアイデアや技術、ノウハウとうまく相互連携できれば新たな商品開発や販路開拓の可能性が広がりそうだと感じたため
・自社だけでは解決できなかった課題も、地元企業と協業することで、解決できると感じたため
・自社が取り組む分野でまだまだ解決の余地がある事例を多く肌で感じたため
・一般の⽅と触れ合うことで更なる地元地域への価値創造をしたいというモチベーションに繋がったため
・既存事業を⻑く継続させることも大事だが、新しい事への挑戦は会社や従業員も活気づくことを感じたため
・弊社の製品をブラッシュアップできる可能性を感じたため
・既に新事業展開を始めているが、益々その気持ちが強くなったため
・商品の問題点をご指摘いただき、改良点を検討できたため
・既存の業界シェアの獲得を念頭に活動してきたが、弊社の技術活用可能性が他業種でも活用できる可能性を確認できたため
・多摩地区の大学での研究開発事例を伺い、これを機に産学協⼒できると感じたため

・まだ自社商品に⼒をいれなければならないタイミングのため
・新しい技術などは多かったが、当社が⾏いたいと考える事業が⾒いだせなかったため
・新規事業展開として、連携したいパートナーが⾒つからなかったため

【感じなかったと回答した⽅】それはなぜですか

【感じたと回答した⽅】それはなぜですか



製造業

27.9%

官公庁・大学・研究機関・支

援機関

21.4%サービス業

13.0%

バイヤー

8.4%

情報通信業

7.4%

小売業

4.2%

⾦融

3.3%

建設・不動産

3.3%

その他

11.2%

ビジネス

52.9%

それ以外

47.1%

ビジネス

80.6%

それ以外

19.4%

多摩地域

63.2%

23区

20.9%

神奈川県

8.8%

埼玉県

2.9%

⼭梨県

1.1%

千葉県

0.3%
その他

2.8%

 来場者アンケート 35

■ 職業は何ですか

■ どちらからお越しになりましたか

■ 本イベントには、何を目的に来場されましたか

会社役員・経営者

22.9%

会社員

46.4%

官公庁

4.8%

支援機関

4.3%

大学・教育機関

1.4%

学生

1.9%

休職中

6.8%

専業主婦・主夫

5.7%

その他

5.8%

ビジネス

26.1%

それ以外

73.9%

n=3,169

n=2,805

n=2,801

■ あなたが携わっている業種を教えてください (ビジネス層対象)

n=215

多摩地域の内訳(上位10自治体)
※パーセンテージは全体に対する割合

2.6%多摩市628.8%八王子市1

2.2%国分寺市74.8%日野市2

1.8%町田市83.6%⽴川市3

1.5%⻘梅市93.2%昭島市4

1.5%調布市92.7%府中市5

1/18(土)1/17(⾦)
２日間累計
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Web上の広告（検索、SNS等）

知人・関係者からの紹介

Webニュース、記事

本イベント事務局からのメール案内

関係機関（商工会等）からの案内

出展者からの案内

ポスティングや折込チラシ

交通広告（電⾞内や駅中のポスター等）

学校からの配布チラシ

多摩イノベーションエコシステム促進事業のイベント

街中広告（サイネージ、地域掲示板等）

その他

ある
30.0%

初来場
70.0%

n=475

211

108

94

79

65

61
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22
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新製品・新技術の情報収集のため

業界動向把握のため

ワークショップへの参加のため

業務課題や技術課題を解決するため

取引先との交流のため

⾒たい出展者がいるため

講演を聴講するため

特別企画（ロボット大集合）参加のため

商品・原材料調達のため

就職先の研究のため

特別企画（モビリティ試乗体験）参加…

その他

 来場者アンケート 36
■ 本イベントの開催を何で知りましたか【複数回答】

n=766n=545

■ 本イベントの何を目的に参加されましたか【複数回答】

■ 本イベントにこれまで参加したことはありますか

来場したい
97.7%

来場しない
2.3%

■ 今後、たま未来・産業フェアが開催される場合の
ご来場の希望を教えてください

n=475

■ イベント全体の満⾜度を５点満点で教えてください

n=475

平均 4,15

・昨年と出展者の顔ぶれが変わり2回目でも新鮮に感じた
・新しい商材が⾒つかった
・ステージイベントが自分を鼓舞させる内容だった
・ビジネス交流ができる仕掛けが多くとても参考になった
・規模感は大きくないものの、その分密度の⾼い交流ができた
・知識がなくても、出展者の⽅が丁寧に説明してくれた
・将来的に自分の生活が豊かになりそうな技術を⾒ることができた
・土曜日もやっていて⽴地も良い
・地元の商品や企業に触れられるとても良い機会だった
・子どもと一緒にいろいろな企業が⾒られて有意義だった

・出展者・展示スペースが広がると良い
・説明員がいないブースがあった
・人気ブースでは混みあって話ができなかった
・ブース看板の色分けなどで業種の区別ができると良い
・出展企業の情報を一覧でダウンロードできると良い
・自社アピールだけでなく協業の目線での展示、出展もして欲しい

満⾜した点

改善してほしい点

(前回 4.14)



 出展者サポート 37

東京たま未来メッセにて、出展者を対象に、スケジュールや施工などに関する説明会と出展者支援を
目的としたスキルアップセミナーを実施した。開催後は、当日参加がかなわなかった出展者向けに、
説明会及びセミナーのアーカイブ動画を公開した。
また、出展者同士の交流などに向け、ネームプレートのストラップを、赤:前回出展者・緑:初出展者と
色分けし、出展経験を視覚化した。

■実施概要
・実施日時:2024年10月7日(月)13:30〜17:45(13:00受付開始)
・実施場所:東京たま未来メッセ 1階 展示室A
・参加者数:89名
・説明内容

①イベント開催概要
②出展者が利用できるサポート内容とその利用⽅法
③展示に関する諸注意事項
(施工、 搬入出、有料レンタル備品・提出書類等の説明 )

・配布資料
出展マニュアル
出展者一覧小間割図
コミュニティ入会案内チラシ
スキルアップセミナー用資料

■タイムテーブル
13:30〜14:20 スキルアップセミナー１:出展準備編
14:30〜15:30 スキルアップセミナー２:イノベーション創出編
15:30〜16:30 出展者説明会
16:30〜17:00  参加者交流会

個別質問対応(産業コーディネーター、施工事務局、運営事務局)
⾒本ブース展示(基礎小間A、基礎小間B) / 会場⾒学会

■出展者説明会
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■出展者説明会

■参加者交流会、個別質問対応、会場⾒学会、ブース展示
・参加者交流会

説明会終了後、出展者同士の交流を深めるため、会場内で交流会を実施した。
・個別質問対応

運営事務局、施工事務局への事務的な相談の他、多摩イノベーションコミュニティの入会説明や、
展示会での商談やビジネスチャンス創出のための準備等に関する産業コーディネーターへの質問の
場として、それぞれのデスクを設けた。

・会場⾒学会
会期当日に向け、東京たま未来メッセ全館を案内する⾒学会を実施した。

・ブース展示
実際の標準ブース・社名板を会場内に設置し、参加した出展者にブースのサイズ感や社名板
表示などを確認いただいた。疑問点については施工担当者より回答を⾏った。

■スキルアップセミナー
①スキルアップセミナー１:出展準備編

講師:展示会活用アドバイザー 大島節子氏
主に展示会への出展経験が少ない出展者向けに、ブースの装飾⽅法や当日までの準備、
展示会場での営業⽅法等、出展者に役⽴つ内容を説明いただいた。

②スキルアップセミナー２:イノベーション創出編
講師:デロイト トーマツ ベンチャーサポート株式会社 平清水元宣 氏
本イベント出展を効果的に活用いただくため、イノベーションの創出の重要性や具体的な取組み⽅、
考え⽅について説明いただいた。

大島 節子 氏

平清水 元宣 氏
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出展者説明会終了後、出展経験の少ない事業者でも活用しやすい広報ツールの提供や専用のビジネス
マッチングサイトを設⽴し、出展者同士および出展者と招聘バイヤー間のマッチング支援を実施した。

■Webサイト・SNS素材提供
Webサイトのリニューアルにあたり、出展者が利用可能なロゴデータを作成し、名刺印刷や
ホームページのリンク・SNS発信等への活用を促進した。
・実施日時:2024年11月11日(月)

■メール素材提供
「顧客・取引先にメールで来場案内したいが作成が面倒もしくは時間がない」といった出展者の声に応
えるため、「来場案内メールテンプレート」および「メール署名テンプレート」素材の提供をおこなっ
た。
・実施日時:2024年11月12日(火)

■チラシ・ポスターの提供
チラシ・ポスターを制作、出展担当者に送付し、来場誘致のための案内支援を実施した。
・実施日時:①2024年11月12日(火)発送

②2024年12月11日 (水) 発送
・送付枚数:①1社あたり 第１弾チラシ(A4両面)100枚、ポスター2枚

②1社あたり 第２弾チラシ(A3両面)50枚
現物のチラシについてはpdfデータ形式でも提供を実施。ほか、出展者名やブース番号を記入可能な
汎用チラシデータ(ppt)も提供した。

■マッチングサイト運用
出展者や招聘企業との事前面談予約や交流等のビジネスマッチングに係わるサービスを「EventHub」
内にて運用。出展者同士のメッセージ交流のほか、出展者から招聘企業への面談申込、並びに招聘企業
から出展者への面談申込支援を実施した。
・実施日時:2024年12月10日(火)〜2025年2月28日(⾦)

※事前の面談設計は2025年1月16日(木)まで

■フォローアップセミナー(会期前・当日編、会期後編)の公開
展示会直前準備や当日の対応⽅法などの具体的なポイントを説明した、展示会活用アドバイザーの
大島氏によるフォローアップセミナー(会期前・当日編、会期後編)を公開した。

■広報ツール提供、マッチング
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■実施概要

・実施日時:1月17日(⾦)17:15〜18:45
・実施場所:展示室内 イベントステージ下
・参加者数:113名
・形 式 :⽴食(軽食)

1/17(⾦)の閉会後に出展者同士の交流・連携を深めることを目的に出展者交流会を実施した。
交流会では、SNS広報ランキングキャンペーンと題して、SNS(X)での広報に⼒をいれた出展者を表彰
し、多摩地域の美味しい逸品(お菓子、おつまみ、アルコール等)をプレゼントした。また、参加者の会
話のきっかけとなるよう、リーディングプロジェクト参画企業でもある⽯川酒造株式会社(福生市)の
『多満自慢 ソーダ割り推奨酒「日本酒ソーダ」』(多摩地域の田村酒造場、小澤酒造と同社が新しい
飲酒スタイルを定着させようと共同企画した製品)などを用意した。また、⽯川酒造の杜氏がステージ
上で製品の説明を⾏った。参加者間の交流促進のため、出展者のほか、マッチングコンシェルジュデ
スクを担当した産業コーディネーター等も参加した。

■出展者交流会
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■実施概要
・実施日時:2025年2月13日(木) 15:30〜18:00(受付開始15:00) ※途中入退室可
・実施場所:オープンイノベーションフィールド多摩 八王子館 2階 会議室
・参加者数:11名

■タイムテーブル
15:30〜16:30 展示会出展を次に活かす︕アフター展示会セミナー
16:35〜16:55 事務局による開催結果フィードバック・出展者による出展成果と課題報告
17:00〜18:00 出展者交流会
15:30〜18:00 アドバイザーによる個別の宿題解決相談会

※上記プログラムと並⾏実施
・配布資料

アンケート用紙
「展示会出展を次に活かす︕アフター展示会セミナー」スライド

多摩イノベーションコミュニティ 案内チラシ
オープンイノベーションフィールド多摩 八王子館 案内チラシ

■アフター展示会セミナー
「展示会出展を次に活かす︕アフター展示会セミナー」
講師:デロイト トーマツ リスクアドバイザリー合同会社 近藤 真吾 氏
展示会で得たことを次の出展に活かすための事業拡大の成功事例や販路拡大の⽅法について
ご講演いただいた。

①オープンイノベーションのはじめ⽅
②事業目標の明確化 販路拡大
③業務提携に必要なこと
④実施、失敗事例
⑤まとめ
⑥多摩イノベーションコミュニティの紹介

オープンイノベーションフィールド多摩 八王子館にて、出展者を対象に、TAMA協会のコーディネー
ターをアドバイザーとして宿題解決相談会を実施した。また、相談会と並⾏して、アフター展示会セ
ミナー、事務局による開催報告、出展者による成果報告などを実施した。

■出展後フォローイベント 宿題解決相談会

近藤 真吾 氏



③株式会社ナラハラオートテクニカル
内野 真治 氏

 出展者サポート 42

■事務局による開催情報のフィードバック、出展者による出展成果と課題報告

• 事務局による開催情報のフィードバック
事務局より、会期当日の来場者情報と出展者情報(速報値)の報告をおこなった。

• 出展者による出展成果と課題報告
①有限会社アイテイ工業 ⽯⼭ 龍太郎 氏

報告内容:
• 出展準備から当日の運営までを若手社員を中心に実施したことで、自社の強みを再確認する

とともに、社員の意識改⾰につながる貴重な機会となった。
• 展示会の出展は初めての経験だったが、準備段階で事務局提供の大島氏によるスキルアップ

セミナー(出展準備編)の動画や資料、講師のブログを活用し、効果的なブースづくりを⾏う
ことができた。ブース対応時のプレゼン資料作成が不⼗分であったなど、いくつかの課題も
明らかになった。

• 出展をきっかけに、新企画の始動や自社の育成・成⻑⽅針の明確化といった成果を得た。

②株式会社葵製作所 ⻑谷川 薫 氏
報告内容:

• 多摩地域における認知向上に非常に有益な展示会であると認識し、出展を決定した。
• 前回出展経験を踏まえ、多くの来場者がブースを訪れることを想定し、名刺サイズの会社案

内を作成。また、思わず手に取りたくなる製品の展示など、来場者の関心を引く工夫をした。
• 結果、約100社と名刺交換ができ、4社からの⾒積もり依頼、2社との商談が進⾏中という成

果を得た。ビッグサイトで開催される展示会への出展経験もあるが、それに遜色ない結果を
得ることができた。

③株式会社ナラハラオートテクニカル 内野 真治 氏
報告内容:

• 展示では、業務として制作した製品ではなく、カラフルなアルマイトや手の造形物などを活
用し、「⾜を止めてもらえるブース作り」を意識した。

• 前回の出展が盛況だったことを受け、担当者を2名から3〜4名に増員したが、それでも対応
がぎりぎりの状況となった。

• 土曜日は家族連れの来場が多いため、ガチャガチャの導入や髪の毛の太さ測定を実施し、
0.01mm単位の加工技術を身近に感じていただける工夫をした。これにより、自社事業への
関心を⾼めることをができた。

• 企業だけでなく個人のお客様ともつながりが生まれ、会期後には製品の納品も実施した。
• 現在、家族向けの製品展開はないが、出展を契機に、新たな商品開発を検討していきたい。

■出展後フォローイベント 宿題解決相談会

①有限会社アイテイ工業
⽯⼭ 龍太郎 氏

②株式会社葵製作所
⻑谷川 薫 氏



■特別商談会

1/17日(⾦)に、3階に出展者と招聘企業の商談会場を設け、面談を実施した。
面談は事前にマッチング専用サイトにて組成を⾏った。

・参加出展者数:71社※前回実績49社

・招聘企業数:15社

・商談実績:121件
※前回実績 82件

・招聘企業との商談に加えて
出展企業同士のマッチングも多く⾏われた。

・メッセージ交流実績:162件
※前回実績31件

・前回と比較し、出展者間のメッセージ交流も
盛んに⾏われた。

 ビジネスマッチング 43
会期２日間を通して、出展者・バイヤー企業へのビジネスマッチングサポートを実施した。

n=162

n=121

n=71



 ビジネスマッチング 44
■マッチングコンシェルジュデスク

展示室内に産業コーディネーターによるマッチング支援の拠点を設けた。
来場者の企業探索に対して出展者を紹介する他、出展者のマッチングに関する相談に対応した。
・相談実績:48件(1/17 35件、1/18 13件)

■産業コーディネーターによる出展企業巡回フォロー

会期中2日間にわたり、出展者の連携促進・課題解決に資することを目的に出展ブースへの
巡回ヒヤリングをおこない、出展者の目的に応じた提案やコンサルティングを実施した。
コーディネーターからは、出展者の本イベントへの期待は⾼く、想定以上に来場者にPRできた
との声が多くあったとの報告をうけた。
・巡回実績:139件
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自社単独での課題解決
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既に他の企業と連携し課題

解決を⾏っている 28.8%
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課題解決のための連携先探索⽅法について



 来場促進施策 45
来場者誘致のため、様々な媒体により主に多摩エリア・区部への広報活動を実施した。

形式等種別配送枚数実施日

展示会実施と出展募集中の案内過去来場者向け配信6218月9日

PRWIRE プレスリリース配信Webバナー広告 ほか-11月11日

みんなの経済新聞八王子版 インフィード広告Webバナー広告 ほか-11月11日~1月18日

ゆりかもめ東京ビッグサイト駅 駅貼りポスター交通広告-11月11日~12月7日

Google、Yahoo!、Meta広告Webバナー広告 ほか-11月12日~1月18日

京王線まど上広告交通広告-11月18日~1月18日

りんかい線国際展示場駅 駅貼りポスター交通広告-11月18日~11月24日

りんかい線国際展示場駅 駅貼りポスター交通広告-12月2日~12月8日

開催告知過去来場者向け配信1,60012月5日

JR中央線快速 まど上広告交通広告-12月10日~12月16日

タウンニュース 八王子版雑誌広告・同梱-12月12日

タウンニュース 八王子版 記事広告Webバナー広告 ほか-12月12日

タウンニュース 多摩版雑誌広告・同梱-12月12日

タウンニュース 多摩版 記事広告Webバナー広告 ほか-12月12日

八王子市内小中学校向けチラシ(八王子市役所へ納品)チラシ40,54012月12日

企画告知・早期特典のお知らせ過去来場者向け配信1,60012月16日

多摩モノレール まど上広告交通広告-12月16日~1月15日

いこーよ バナー広告Webバナー広告 ほか-12月17日~1月18日

Run of Nikkei バナー広告Webバナー広告 ほか-12月17日~1月18日

日テレニュース バナー広告Webバナー広告 ほか-12月17日~1月18日

みんなの経済新聞 八王子版 記事広告Webバナー広告 ほか-12月17日~1月18日

来場特典終了間近アナウンス ※登録済のアドレスを除く過去来場者向け配信1,26612月24日

ポスティング広告チラシ87,69012月24日~1月11日

京王線新宿駅 アドゲート広告交通広告-1月6日~1月12日

JR八王子駅 駅貼りポスター交通広告-1月6日~1月12日

東京都中小企業振興公社会員向けチラシ送付チラシ18,0001月10日~

京王線 駅貼りポスター(京王八王子駅、調布駅、府中駅)交通広告-1月10日~1月16日

多摩モノレール 駅貼りポスター
(⾼幡不動駅、⽴川北駅、⽴川南駅)交通広告-1月10日~1月16日

JR八王子駅北口 ビジョン広告交通広告-1月11日~1月17日

新聞折込広告チラシ27,9501月13日

開催直前告知 ※登録済のアドレスを除く過去来場者向け配信1,1601月15日



 制作物 46
■キービジュアル ■ロゴ文字

■ポスター■出展募集要項

■WEB純広告バナー



 制作物 47
■チラシ(A4)

■窓上広告 ■りんかい線集中貼り広告

■チラシ(A3)



 制作物 48
■チラシ(学校配布用)

■京王アドゲート広告

■トートバッグ ■スマホスタンド



 制作物 49
■⾦曜日マップ

■⾦曜日出展者一覧

■土曜日マップ ■探索ミッションカード



 制作物 50
■識別証

■識別証シール(中学生以下)



 制作物(Web サイト) 51
■出展申込LP



 制作物(Web サイト) 52
■出展申込ページ(１)



 制作物(Web サイト) 53
■出展申込ページ(２)



 制作物(Web サイト) 54
■TOP



 制作物(Web サイト) 55
■出展企業検索



 制作物(Web サイト) 56
■出展企業個別ページ



 制作物(Web サイト) 57
■1/17(⾦)のイベント



 制作物(Web サイト) 58
■1/18(土)のイベント



 制作物(Web サイト) 59
■MAP



 制作物(Web サイト) 60
■おしらせ



 制作物(Web サイト) 61

■プライバシーポリシー

■お問い合わせ



62
■サイトポリシー

 制作物(Web サイト)



 制作物(Web サイト) 63
■Cookie(クッキー)含めた外部送信の使用について



 制作物(Web サイト) 64
■来場申込ページ


